
第１０８回交流フロア運営会議（議事概要） 

 

１ 日時・場所 

 日時：２０２１年２月３日（水）１８：３０～２０：００ 

 場所：伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数 １５名 

 

３ 会議内容 

 

＜新規提案＞ 

（１）プラモデルを作る会 ？？なにから始まるプラモデル 

【概要】 

・自分が作りたいプラモデルを製作するワークショップと、完成品の展示会を開催したい。 

・対象は４歳以上（４歳から小学２年生までは保護者同伴）、定員20名で開催したい。 

 

【意見】 

・前回の参加人数（4家族12名）は、企画者としてやりやすかったか。 

 →企画者側も4名であり、ちょうどよい人数だったと感じている。 

 

 

（２）わたしとプラモデル 

【概要】 

・プラモデルを製作し、製作にまつわるエピソードや感想（どこを頑張ったか、楽しかったこと、

思い出等）を200字以上800字以内の作文でまとめ、プラモデルの写真と作文をセットで評価する

コンテストを開催したい。 

・どんなプラモデルでも対象となるが、版権が取れていないものなどは対象外とする。 

・対象は全年齢としたい。 

・賞は、伊丹民賞、ことば蔵賞、※つくMo賞等いくつか枠を設ける。評価基準は、プラモデルの

出来栄えもあるが、制作に対する思いや熱意を重視する。※つくMo → 企画団体名 

・実施期間については、図書館と相談して決めたい。 

 

【意見】 

・作文も良いが、作ったプラモデルと一緒に旅をするなど、小説（ストーリー）を書いてはどうか。 

・賞品は、プラモデルにしてはどうか。 

・作文コンテストであれば、大人の部、子どもの部など部門を分けてはどうか。 

・モノづくりと作文を一緒にするのは、参加者（特に子ども）には難しい。主旨から外れるかもし

れないが、どんなプラモデルを作りたいかなど、絵を募集しても面白いのでは。 

・作文を展示しただけでは、なかなか読んでもらえないので、製作途中の写真を何枚か組み合わせ



た設計図や工程を示して、人の目に留まるような工夫をしてはどうか。 

・プラモデルの版権が取れているか、海賊版かどうかなどの判断は図書館では難しい。企画者が受

付できるような方法が望ましい。 

・応募人数はどれくらいを想定しているのか → 20人程度ではないかと考えている。 

・賞の数は、もらえなかった人が残念な気持ちにならないように設定してほしい。 

 

 

（３）伊丹の歴史かるたについて 

【概要】 

・伊丹の郷土について学べるカルタをことば蔵HPからダウンロードして楽しんでもらえるオンラ

インコンテンツを作成した。 

・カルタに興味を持ってもらうために、ことば蔵でそのカルタを拡大したものを展示して利用に繋

げたいと考えている。 

・カルタをダウンロードし、切って遊べるように準備するのに少し労力がかかるため、利用しても

らえる仕組みや仕掛けについて相談したい。 

 

【意見】 

・展示だけではなく、コロナ対策を講じて少人数でのイベントとして開催をした方がよい。 

・展示だけだと、カルタの本当の面白さや良さが伝わりにくい。企画者が解説する機会を設けたり、

紹介動画を流してはどうか。 

 

 

＜イベント実施報告＞ 

（１）詩と想いを絵本にしよう 

文章の書き方と絵の描き方のコツをレクチャーし、オリジナルの絵本作りイベントを開催。 

参加者は６人で、絵を描くことに夢中になっている参加者もいた。 

第二弾を開催したいと考えている。 

 

（２）いたみ文芸ことそうし 

参加者は２人と少なかったが、井上陽水の詞の話など、いい文章についての話題で盛り上がった。 

学生など、若い人にも参加してほしい。 

 

（３）おすすめ本の交換会 カエボン部 

参加者は４人で、テーマ「夢」についての本を持ち寄り、紹介し合った。 

絵本から夢分析に関する本まで、様々な種類の本が集まった。 

３月には100回目を迎えるため、講演会とテーマ「100」に沿ったカエボン部を開催予定。 

 

（４）Wikipedia 20周年記念イベント 

Wikipedia 20周年を記念したオンラインイベントに合わせた企画を開催した。 



図書館ことば蔵がサテライト会場となり、午後の部ではサテライト会場独自の内容として「身近な

オープンデータ、身近なデジタル化」についての講演を行った。 

 

 

（５）いたみアーカイ部 

今後、アーカイブしていく内容について話し合った。伊丹は酒造りが有名で日本遺産にも登録され

たので、これからは「伊丹のお酒」に関する内容を調べてアーカイブすることが決まった。 

上記（４）のイベントでの展示がきっかけで新規の参加者も加わった。 

 

（６）知的書評合戦ビブリオバトル 

テーマ「生活様式-Life Style-」に沿った本を持ち寄り、5人のバトラーで熱いバトルが繰り広げら

れた。コロナ禍に読んだ本や、コロナ禍で変わった生活に関する本など様々な本が紹介された。チ

ャンプ本になったのは、「人の町（新潮社）」でした。次回は3月20日（土曜日）に、テーマ「知」

で開催。 

 

（７）漫画を語ろう 

今回のテーマは「アニメ・ドラマ化された漫画」。参加者は 4 人でテーマに関する漫画がたくさん

紹介された。アットホームな雰囲気で盛り上がった。次回は 2月 24日（水）18：30～ テーマは

「恋愛漫画」。 

 

（８）ことば蔵で読み語り 

「かぜはどこへいくの」など、テーマ「夢」に沿った３冊の絵本の読み語りを開催。参加者は７人

だったが、みんなで意見交換を行ったり、リラックスした雰囲気で絵本を楽しんでもらった。 

次回は2月26日（金）18：30から。テーマは「恋」。 

 

（９）プラモデルを作る会？？なにから始まるプラモデル 

4家族12名の参加があり、緊急事態宣言下ではあったが、製作を楽しんでもらう事ができた。 

プラモデルに関する本を展示していたが、それを借りてくれた人がいて嬉しかった。 

 

 

４ 次回の運営会議 ２０２１年３月３日（水）１８：３０～図書館ことば蔵１階 交流フロア 

 


